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文化部会(音楽系)紹介 各グループの取組と課題 4-7面

ボランティアの

輪をひろげよう

♡ 花の村内散歩
4/6入学式にて

こべっこランドで“わ”んだーらんど 3面

こうべロハスひろば、ＵＤフェア 3面

文化部会(音楽系)紹介 取組と課題 4-7面

グループわ 4-6月イベント 8面

区会・部会だより 8-9面

カレッジだより,〈わ〉だより 10面

北海道地震支援募金、編集後記 11面

トピックス、グループわＨＰ 12面

昨年7月の西日本豪雨災害で大きな被

害を受けた倉敷市真備地区では、昨秋仮

設住宅が6ヶ所に計270戸整備され、皆さ

んが生活されています。グループわ は、

昨年支援募金取組を行いましたが、この

たび2月23日(土)、神戸市社会福祉協議

会の協力と兵庫県復興支援課の助成を受

け、復興サポート訪問を行いました。明

石焼きには約90名、演芸会には約50名の

ご参加をいただきました。不自由な仮設

住宅暮らしに笑いを届け、明石焼きで和

やかな交流ができたことを喜び、メンバー

一同疲れを忘れて帰途につきました。

➡詳細2面（報告 浜田）
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特集 西日本豪雨災害 復興サポート隊 1-2面

倉敷市真備総仮設団地へ
2.23.復興サポート 訪問

美味しいと好評でした ☝

ビックリ！スタートした笑いの演芸会☝

仮設団地

世話役の

皆さんと

記念写真

☜

演芸会

後の交

歓会☞
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演芸チームはマジック、腹話術、民謡と芸達者

ぞろい。馴染みの少ない手話ソングが果たして喜

んでもらえるのか…と正直迷いながらの参加でし

た。「どんな曲にしようか」・・被災地ボランティ

アではいつも選曲に悩みます。 結局｢春よ来い｣

｢見上げてごらん・・」など5曲に絞りスタートす

ると、皆さん思いのほかノリが良くて手がよく動

き嬉しくなりました。「いつでも夢を」を流した

時は、自称「サユリスト」の男性が「あ～懐かし

いなぁ～♪」と

楽しそうに全曲

歌ってニコニコ

顔でした。

意外にも子供が殆ど居なくて、用意した昔あそ

びができませんでしたが、｢久しぶりによぅ笑ろた

ワ～」｢楽しかった～ありがとう」の言葉に疲れも

忘れて家路に着きました。支援隊の皆様、本当に

お疲れさまでした。

「お好み演芸会」＆「明石焼き」各2ヶ所で

｢久しぶりによぅ笑ろたワ～」
楽しんで頂き 疲れを忘れました 橋本 敏代（健福19）

2019年2月23日に「グループわ」

支援ボランティアの一員として岡

山県倉敷市真備町仮設団地へ行き、

「たこ焼き」を馳走してきました。

実は我々20期食文化卒仲間の被災

仮設団地への支援ボラは2016年11

月中旬に行った熊本地震の益城町

へのボラに続いて2度目でした。益

城町の場合は地震災害でしたので、

家屋の倒壊や道路の陥没や隆起が

あり、一目で災害のひどさがわか

りましたが、真備町は川の氾濫に

よる家屋水没被害が殆どで、一見

では家屋は建っているので分かり

ませんでした。よく見ると1階部分

は外壁も間仕切り壁も取り払われ

た素通しで、町内は無人状態でし

た。

仮設団地の

支援では、集

会所と談話室

の2ケ所での

「たこ焼き」

提供なので準

備、要員数など

熊本時の倍必要となり、若干準備

が大変でしたが、出発前日にKSCの

調理室が使用できたので何とかな

りました。集会所での支援は、隣

に「551蓬莱」の肉饅とシュウマイ

が振る舞われ、さらに車載の「布

団乾燥機」での乾燥サービスも同

時に行われていました。隣が肉饅

提供なので、「たこ焼き」の売れ

具合が少し心配だっ

たが、行列ができ

２～３杯のお代わ

りを希望する方も

おられ、割と人気

があったように思

います。用意した

タコも全部使い切

りました。

真備町訪問は早朝7時のKSC集合

から夜7時の解散までやや強行軍で

したが、終わってみると熊本の場

合と同様「しんどかったが楽しかっ

た」というのが実感です。これか

らも我々「20期食文たこ焼き隊」

は、要請があれば日本全国どこへ

でも出向くつもりです。

「しんどかったが楽しかった」
20期食文たこ焼き隊 根角 光宣（食文20）

☆収支報告

・収入合計663,720円

内訳：グループわ西日本豪雨災害支援金

募金519,500円、兵庫県復興サポート事業

支援金144,220円

・支出合計290,027円

内訳：交通費214,506円、たこ焼き器、消

火器、たこ焼き材料等75,521円

・残金373,693円

倉敷真備サポート

理事長

水町 亮治(生環18）

お好み演芸会

古後 健一(健福18)

田山 映二(健福22)

橋本 敏代(健福19)

波多野 武郎（食文16）

明石焼きパーティー

井上 久美子（食文20）

上田 富美子（食文20）

大槻 隆文（食文20）

片岡 泰雄（食文20）

藏本 公子（食文20）

夏木 久子（食文20）

根角 光宣（食文20）

安部 文隆（健福21.理事）

岸野 清美（健福21.理事）

九鬼 美代（音文22.理事）

広報

浜田 哲夫(生環21.理事)

復興サポート隊メンバー 16名 （敬称略）

お

好

み

演

芸

会

の

担

当

チ

ー

ム

焼きたての明石焼き、好評でした！
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新イベント“わ”んだーらんど 参加者404名

ＵＤフェア

こうべユニバー

サルデザインフェ

ア＝年齢,性,国

籍,身体状況等の

違いを越え,互い

に多様性を認め

合い全ての人が

力を発揮して支

え合うユニバー

サル社会の実現

を目的に開催。

こうべユニバーサルデザインフェア
UDファッションショーも開催

こ
べ
っ
こ
ラ
ン
ド

2月17日、こべっこラン

ドで新たに“わ”んだー

らんどと名付けて、グルー

プわ・イベントをおこな

いました。

企画

“おはなし糸車”紙芝居

とエプロンシアター
バルーンアート

ちっちゃい子に エプロンシアター

風

車

回

る

か

な

ロ
ハ
ス
ひ

ろ

ば

2日間で2.1万人の来場者

グループわ 参加グループ

“フードドライブ”

“さおりたまも”

“WeLoveもったいない”

“ケナフの会”

“リサイクルバザー”

が“ロハスひろば”

に衣替えして2回目の

企画が3月16－17日の

2日間、しあわせの村

でおこなわれました。

グループわも継続参

加。多くの来場者と

の交流をおこないま

した。

今年で16回目を迎える“こうべユニバーサルデザイン

フェア”が、3月17日（日）しあわせの村体育館でおこ

なわれ、グループわも2グループが参加しました。

参加企画①

健康吹き矢の体験コー

ナー。KSCの「スポー

ツ吹き矢グループ」

のご協力で実施。子

どもたちに好評で、

130人の参加があり

ました。

参加企画②

お茶席の体験コーナー。

「なごみ庵」のご協力で実

施。130人を超えるお客様

がいらっしゃいました。

この日は寒くてスタッフの皆

様、震えながらの活動でした。

“うらしまたろう”

バルーンアート、皿回し

“むかしあそび研究会”

こま回し、けん玉、紙トン

ボ、あやとり、おはじき、

おてだま、はねかえる、

かざぐるま ターゲットボール人気でした

フ ァ ッ シ ョ ン

モ デ ル 体 験 記

南形 徹

（生環14）

珍しい体

験をした。

着やすく、

軽快で

誰にも

似合うとい

うUDのコンセプトに沿っ

た衣装を着て舞台に立っ

たのだが、当日は気温

5度という寒さ。私の

衣装は、黒のTシャツ

にゆったりパンツ、ベ

ストという簡単なもの。

こっそりセーターを着

こんだが、暖房もない

体育館の中は、寒くて

寒くて…えらい目に遭っ

たなあ、というのが正

直な感想。カッコいい

モデルとは程遠いお粗

末な春の1日でした。



文化部会Ⅱ（音楽系）

１） 混声合唱団コーロKSCの取組と課題

団長：川村 進

混声合唱団コーロKSCは、年齢をかさねても楽しく

歌い続けられる合唱団として技術を磨き、親睦を深

め、ボランティア活動を通じて社会に貢献すること

を目的に活動しています。現在の団員はKSCの1期生

から25期生まで総勢188名が在籍し、毎週1回（月曜

日13：00～16：30）しあわせの村の研修館ホールで

練習をしています。ボランティア活動の他、毎年コー

ラスめっせ、兵庫県合唱祭、学園祭等に出演してい

ます。本年１１月４日（月・祝）には第１２回定期

演奏会（於：神戸文化ホール）を開催する予定です。

課題は、混声合唱団としての男声女声のバランスで、

男声パートを増やすことが急務となっています。200

名近い人数で歌う混声合唱の醍醐味を味わいません

か。楽しく豊かな時間を、ご一緒に過ごしましょう！

“さらに幅広い活動を”

文化部会には24のクラブがあります。伝統文

化系が10グループ、音楽系が14クラブです。

今回は、前号に続き音楽系の14グループの紹

介をいたします。 （部会長 重松豊彦）

文化部会Ⅱ（音楽系）の組織と活動

14グループが連携して活動推進

１）混声合唱団コーロKSC：会員188名で構成

活動内容:福祉施設への友愛訪問活動等

２）ＳＣハワイアンズ：会員12名で構成

活動内容:生バンドとフラダンスのボランティア

３）楽遊クラブ銀雅：会員35名で構成

活動内容:高齢者福祉施設への友愛訪問活動等

４）ＫＳＣ男声合唱団：会員28名で構成

活動内容:福祉施設への友愛訪問活動等

５）大正琴プリムラ：会員11名で構成

活動内容:友愛活動として施設訪問

６）KSC民謡クラブ：会員44名で構成

活動内容:民謡による地域社会への訪問活動

７）コーラス・タルミ：会員13名で構成

活動内容:高齢者福祉施設への訪問活動

８）KSC手話ソング同好会：会員70名で構成

活動内容:高齢者福祉施設等への訪問活動

９）KSCハワイアンフラ：会員10名で構成

活動内容:フラダンスによる福祉施設友愛訪問活動

１０）SCクラブ大正琴：会員8名で構成

活動内容:月に10回以上ボランティア活動

１１）詩吟同好会：会員22名で構成

活動内容:介護施設吟詠による慰問

１２）銭太鼓 神戸輝星会：会員8名で構成

活動内容：児童館での交流や親子体験

１３）須磨トレモロクラブ：会員11名で構成

活動内容：ハーモニカ演奏主体に活動

１４）フルートクラブ ジークレフ：会員5名で構成

活動内容：施設等でのボランティア演奏

各部会「多彩な交流活動の拡大」の特集は、前号に続き文

化部会Ⅱ（会長：重松豊彦・国9）の14グループです。ぎゃ

らりーわ編集部は3月20日定例ミーティングにお邪魔して部

会の活動状況や今後の目標についてお聞きしました。

（編集・八木）

４

２）SCハワイアンズ 代表：石田幸司

SCハワイアンズは、バンドとフラダンスの2グループ

より構成され、ボランティア活動に参加してまいりま

した。主な活動先は、神戸市のイベント行事、水の科

学博物館等への出演、また介護施設や支援施設を定期

的に訪問しています。

ハワイアン曲

はもちろんのこ

と、懐メロや季

節にあった唱歌

を施設利用の方々

と共に楽しんで

おります。時折、

アンコールの要

望や、涙を流されるお客様の表情に接するにあたり、

出演者一同も、感動と勇気を得て感謝しております。

芸の道は、遠く厳しいものが在りますが、招待して

頂いたお客様に喜んで頂くため、一層の精進を重ねて

参ります。



５

３） 楽遊クラブ銀雅 代表：伊藤 裕

私達のクラブは、神戸市シルバーカレッジのクラブ

活動として平成12年4月に楽遊クラブとして発足しま

した。卒業後も銭太鼓が大好きな者が集まって「楽遊

クラブ銀雅」として「明るく、楽しく、元気よく銭太

鼓」をモットーに活動しています。月４回の練習で技

の向上・会員相互の交流を図ると共に高齢者施設・地

域の食事会等でのボランティア活動や神戸まつり等の

イベントに年80回程度参加して、皆様に元気をお届け

すると共に私達も元気を貰っています。また銭太鼓を

お見せするだけでなく民俗伝統芸能である銭太鼓を知っ

て頂くために、実際に銭太鼓を手に持って体験して頂

く活動にも力を入れています。年一回他地域の銭太鼓

グループと交流を図るため「楽遊クラブ銭太鼓交流会」

をシルバーカレッジ大ホールで開催しています。

６） KSC民謡クラブ 代表：小野利貞

私たちKSC民謡クラブは、平成14年の結成以来、日本人

の心のふるさとである各地の民謡を訪ねて、大きな声で

合唱することを通じて、心身のリフレッシュと交流をモッ

トーに活動を続けてきました。

又、月3回の練習の合間には、市内各所の高齢者介護施

設をほぼ月1回のペースで訪問し、民謡の良さをPRし、共

に歌うなどの

活動も行って

きました。

ただ、近年、

民謡を愛好す

る人が少なく

なっているの

か、クラブへ

の新しい参加

者が減ってお

り、このことに伴って、メンバーの高齢化が顕著になっ

てきていることが、大きな悩みです。

当然、ボランティア活動における伴奏者や各施設への

交通手段の確保なども年々、難しくなってきており、今

後、ボランティア活動の見直しをせざるを得なくなるの

ではないかと懸念しております。

５） 大正琴プリムラ 代表：徳山忠子

大正琴プリムラと申します。

文化部に入部して、15年が過ぎ年月の流れを愛しく

感じます。当初は年7回ぐらいのボランティアでしたが、

ここ数年来は年20回以上ほとんど介護施設に訪問です。

月2回の例会に無理のない訪問をと部員が弾ける曲を選

び意見を述べ合い、私たちの体調にも気遣いながら参

加しております。持参曲は、懐かしい数十年前の歌詞

の意味が解る曲がほとんどですが、施設の方から涙し

ながら大層喜んで貰うこともあり、沢山の元気を頂い

て帰ります。訪問先の要望にも応えられるように努力

していきたいです。楽器は地味な印象ですが、とても

使いやすくボケ防止にも役立つかな・・・と大切にし

ています。一度楽器に触れてみませんか・・・

４） KSC男声合唱団 団長：岡本史郎

みなさんこんにちは、KSC男声合唱団です。

平成１２年２月に、わずか７名で誕生、今では団員６

０名を超えるまでに成長いたしました。これもひとえに、

先輩方のご努力とみなさま方の温かいご支援の賜物と感

謝しております。

私たちKSC男声合唱団は、シルバーカレッジの理念であ

ります、「再び 学んで 他のために」をモットーにボラ

ンティ

ア活動

を主体

として

活動し

ていま

す。

定例練習は、毎週木曜日１３時から１６時３０分 ひ

よどり台会館及びたんぽぽの家多目的ホールにて、行っ

ています。８月には合宿を実施しています。２０２０年

３月２８日（土）、神戸文化ホール・大ホールにて第７

回演奏会を行います。

各グループの取組と課題



各グループの取組と課題

６

７）コーラスタルミ 代表：三嶋和彦

コーラス・タルミは平成１５年に垂水区在住のシルバ

ーカレッジOBを中心に結成された合唱団です。現在、団

員は４９名、女性が３３名、男性が１６名です。

歌とお喋りが大好きで、３人の素敵な先生方に恵まれ、

話上手な先生のご指導で練習中も笑顔と笑い声が絶えな

いのが、我が合唱団の特徴です。

来年１月には２年振りに第四回目の演奏会を予定して

います。日頃の練習の成果を発揮し、この演奏会を成功

させるために、本年は、より一層力を入れて練習に取り

組みます。

毎週土曜日の午前中に神陵台小学校の解放教室で練習

をしています。ご関心のある方は、是非一度覘いてみて

下さい。練習の見学も大歓迎です。

８）KSC手話ソング同好会 代表：谷口文子

手話ソングとは歌の歌詞を手話で表現します。この

会は平成17年に設立され、月2回の練習と友愛訪問を

活動の中心にしています。

友愛訪問では、先ず知らないうちに手話を使ってい

ることの例をあげ、身近に感じてもらうことから始ま

ります。

童謡、唱歌そして懐かしい歌等、皆さんに口ずさん

でもらえるような曲を選んでいます。時には手拍子を

頂くことも。嬉しい瞬間です。演者が楽しくなくては

伝わりません。その為にも会員のスキルアップを図る

ため、少し難解な曲にも挑戦し、高齢者学習センター

文化発表会に出演しています。広く一般の方々と楽し

さを共有できればと願い、日々努力を続けています。

９）KSCハワイアンフラ 代表：長井夏子

私達KSCハワイアンフラは、今年で活動15周年を迎えま

す。現在のメンバーは15名で、年齢も60代～80代と元気

なシニアグループです。

このハワイアンフラはゆったりとしたリズムに合わせ

て、はだしで大地を踏み、風や波・花・愛の思いを手で

表現し、最近健康にも良いと人気が高まっています。

又、踊って楽しむだけでなくフラダンスを通してグル

ープ内の親睦を図り、人と人とのつながりを広げ、「人

に活力」をモットーに介護施設、デイサービス等への友

愛訪問をして喜ばれております。

１０）SCクラブ大正琴 代表：前田仁子

ＳＣクラブ大正琴は、カレッジ在学時代より楽しんで

きた大正琴を老人施設や地域の会合等で演奏しています。

「来るのを待っていたよ」「この曲なつかしいなあ」

「若い時、よう歌ったんや」等の言葉をかけられると嬉

しくなってしまいます。

「一期一会」の縁があって活動できる喜びは、かけが

えのないものです。楽しく元気な声で歌われるのを聞き

私たちもやりがいを感じています。

こうして楽しい時間を共有することが、ボランティア

を長続きさせるもとだと考えています。お陰様で多くの

依頼をいただき年間２００回以上の活動を続けています。

尚、この度須磨区社会福祉協議会から私たちのボラン

ティア活動に対して感謝状をいただきました。今後の活

動の励みにしたいと思っています。

１１）詩吟同好会 代表：水川正彦

OB詩吟同好会の現在の会員数は約５５名です。

原則として毎月２回 “ひよどり台交流プラザ”で練

習しております。

初心者・経験者を問わず、流派に関係なくОB講師の指

導のもと漢詩、和歌、俳句等詩の意義、時代背景等も含

め広く詩吟の習得に励んでおります。一人ひとりが吟ず

る独吟でなく、全員で講師の吟詠に追随し合吟します。

朗々と吟ずることで、気を養い、体力の増進が計れ、い

つまでも若さを保てます。

会員による発表会を年２回行い、季節には外に出て各

種吟行会を催して親睦を深めています。

グループわ

と連携し施設

訪問とうボラ

ンテイア活動

に参画してお

り今後も継続

してまいりま

す。
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１２）銭太鼓神戸輝星会 代表：重松豊彦

私たち「銭太鼓 神戸輝星会」は、平成28年6月に

結成したクラブです。

神戸市シルバーカレッジで銭太鼓に出会い、卒業

後もシルバーカレッジの建学の精神である「再び学

んで 他のために」を実践してきました。高齢者か

ら、児童、一般の方など幅広い皆さんに楽しんでい

ただけるように演技曲も民謡から歌謡曲、同様、唱

歌、アニメソングを準備し、年100回近く楽しく活動

をしています。

見ていただくだけでなく、体験コーナーも設け、

皆さんに楽しんでいただけるよう工夫をしています。

また銭太鼓だけでなく愉快な「なべぶた踊り」な

ども踊りも取り入れ、喜んでいただいています。

お詫びと訂正

前号 文化部会の特集記事で、書道部代表は横田忠男様

でした。お詫びして訂正いたします。

１３）須磨トレモロクラブ 代表：國井洋三 １４）フルートクラブ・ジークレフ 代表：岩永薫

ハーモニカクラブの発足は、平成20年4月。須磨区

の区民センターでハーモニカ講座を受講生していた仲

間が主体でした。現在12人中半数以上がKSCのハーモ

ニカクラブOBが占めています。当時、受講生全員が教

室で習った二部合奏で、関西ハーモニカ演奏会にも出

演して、それなりの成果を収めました(現在も継続し

ておられる人もいます)。

しかし現在は、NPO法人社会還元グループ「わ」に

加盟してから、地域の介護施設を重点に出掛けては、

童謡や唱歌を演奏したり施設の人に喜ばれる曲を選曲

するなど、自分たちもハーモニカ演奏を楽しみながら、

仲間間の結束を高めて行きたいと話し合っています。

ボランティア活動するにも会員の中には、家を空け

難い人も増えてきています。行動するにも人が揃い難

いのが現状です。そこで、ハーモニカ演奏をやって見

ようとい

う人、是

非どうぞ、

入会をお

待ちして

います。

KSCの卒業生を中心にした、私達フルートクラブ・ジー

クレフは発足から2年経ちました。

最初は、フルートアンサンブル用の楽譜を作ることから

始め、現在はクラシック・フォークソング・映画音楽・世

界の民謡・童謡等レパートリーも増えて、月に1～２回ボ

ランティアやイベントに参加できるようになりました。

部員数は７名でアンサンブルをするのには少なめですが、

月２回の練習に各自が自覚を持って臨んでくれるので少数

精鋭で頑張っています。（モグモグタイムも有り）新入部

員の歓迎会やクリスマス会等で部員相互の親睦を図ること

も大事な活動の一つです。

今後はもう少し部員を増やし、厚みのあるアンサンブル

ができるようにしたいと思います。

（本特集の編集：八木）



活動レポート
神戸ぴかぴか隊

◎阪神淡路大震災1.17のつどいボランティア活動

震災より24年を迎えましたが、神戸ぴかぴか隊は、16

日前日の竹とうろうの竹筒並べ、竹筒への水、ろうそく

入れなどの事前作業、18日の後片付けのボランティア活

動に参加しました。

16日は想定外の雨で

心配しましたが、作業

時には上がり、100人

近くの会員が参加、無

事終了しました。

花山梅林会

◎2019 観梅会開催される

花山小学校校舎南側中庭で、3月17日（日）花山梅

林会主催の観梅会が開かれました。開始当初、降った

り止んだりの天候でしたが、それでも20数名の参加か

ら始まり、事務局の徳原尚代さんらの世話で甘酒やコー

ヒーがふるまわれました。雨の止み間に梅林にはいり、

紅白の梅を楽しみました。

散り始めの木もありましたが、中咲、遅咲きもあり、

長い期間楽しめます。校舎の南側斜面9000㎡に、

約900本の梅の

花が咲き誇り、

代表の磯野彰夫

さんは神戸一の

梅林にすべく頑

張っておられま

す。

８ 本ページ取材編集：才上

グループわ関連 ４月～６月スケジュール

KSC入学式 4月6日（土）カレッジホール

KSC学園説明会 4月8日（月）カレッジ駐車場整理

しあわせの村開村30周年記念 4月21日（日）

しあわせの村

水博（手話ソング） 4月27日(土） 水の科学博物館

水博（SCハワイアンズ） 4月30日(火) 水の科学博物館

水博（神戸輝星会） 5月1日(水） 水の科学博物館

水博（一寸奉仕） 5月2日(木） 水の科学博物館

水博（マジック） 5月4日(土） 水の科学博物館

わいわいストリート 5月5日(日） しあわせの村

定期総会/交歓会 5月18日(土） カレッジホール

グランドゴルフ大会 5月29日(水） しあわせの村

入学式写真販売 6月5日(水）～7日（金）

森林浴ウォーキング 6月6日(木）

武田尾桜の園「亦楽山荘」

ぽー愛 4/3 4/18 4/25 5/16 5/23

6/20 6/27 太極拳ゆったり体操

4/5 5/3 6/7 書道部

4/11 5/9 6/13 楽遊クラブ銀雅

4/22 KSC男声合唱団

透過園 4/7 うらしまたろう

4/21 須磨トレモロクラブ

6/16 楽遊クラブ銀雅

国際会議関連 6/27 書道部

おいしい防災塾 4/24 手話ソング同好会

塩屋柏台パールクラブ

5/3 マジッククラブ

6/7 フルートクラブ・ジークレフ

施設訪問等のイベント（本部事業担当）



【北区会】

◎北区会の活動

道満 俊徳（生環13期）

高齢による心身虚弱進行は止められない。それには、

人とのリレーションは必至。出会いの場作り・楽しい

会話・目的のある仕業が望ましいと考えている。会員

数は区会一番、居住区域はひよどり台から有馬・道場

淡河と間延びエリアで、安易に出会えない悩みがあり

ます。

そこで、全会員何年間通った「しあわせの村」を基

点基地として、多くの出会い場作りをしている。まず

は４つの趣味の会：①折り紙・②写真③絵手紙ハガキ

絵④書道の会＝月１回開催で約５０名の参加あり友好

親善場を実践しています。それ以外に恒例「バスツアー」

で近畿一円小旅行に・歴史の痕跡多い北区で「歴探ハ

イク」、誰もが参加の「グランドゴルフ大会」など年

延べ約１２０名参加があり、今後も北区会会員だから

こそ楽しめる企画

を引き続き進捗中

です。会員への情

報はメール会員

６３％配信、年間4

回発行の充実満載

の「北区会NEWS」

で楽しんで頂いて

いるはずです。

【西区会】

◎「わ」西区2018年秋のバス旅行

鈴木 隆美（生環18期）

恒例の「わ」西区秋のバス旅行、今年は、11/13（火）

34名が参加し、播磨路の歴史・文化を尋ねて、書写山円

教寺と、播磨大中古代の村・県立考古博物館を訪問しま

した。おいしい精進料理をいただき、円教寺では、僧侶

の案内で、普段立ち入りできない場所も案内していただ

けました。境内は紅葉が見ごろでした。

帰りには、ヤマサ蒲鉾に立ち寄り、たくさん試食しまし

た。鮮やかな紅葉を愛で、おいしいものを頂いた初秋の

一日でした。

【東灘区会】

◎“まち歩き”活動

春日 雅夫（生環17期）

いよいよ新元号が変わります。平成に続く元号は、果

たして何になるのでしょう。

東灘区会では、昨年秋から今年の春にかけて、“まち

歩き”を行っています。

「知っとお東灘」ということで我々の住んでいる、愛す

べき東灘をもっともっと知ってもらおうとみんなで散策

しています。1回目は「御影の豪邸めぐり」、2回目は

「酒蔵と西国街道コース」、3回目は大河ドラマに出て

いる“御影の偉人”「嘉納治五郎ゆかりの地めぐり」、

4回目は宮水のルーツを探り、西宮界隈をそれぞれ健康

的にまち歩きしています。ガイド役は、「東灘ボランティ

アガイドの会」のメンバーにお願いし、認識を深めてい

ます。まだまだ

参加者は多くは

有りませんが、

この輪がどんど

ん広がる様 、

引き続き企画し

てまいります。

【灘区会】

◎ 灘区「わ」のボランティア活動として

鈴木 肇（音文11期）

2014年の4月に「わ」の事務局から老人ホームの宿直

ボランティアの紹介があり、応募しました。六甲山麓

に神戸海星病院の付属施設として1999年に出来た特別

養護老人ホーム「うみのほし」です。２階から５階ま

でに約70名の方々が入居しておられます。宿直ボラン

ティア７名は全員がシルバーカレッジの卒業生で、お

一人が辞められたので私が週に一度の勤務に加わりま

した。仕事は夕方6時から翌朝8時半まで、玄関の施錠、

各階見回り、夜間に救急患者がでた時の開門、早朝の

汚れ物のゴミ出しですが入居者の世話は一切なく、仮

眠も出来ます。ボランティアと言っても有償です。最

近体調不良で二人辞められて現在は5人で、少し無理な

勤務になっていますが頑張っています。

９ 本ページ編集：才上



4月6日（土）、カレッジホー

ルで第26期生の入学式がおこなわ

れ、新たなカレッジ生390名が迎

えられました。ふれあいホールに

は各クラブのポスターが掲示され、

入学式後、さっそく活発な勧誘活

動が始まりました。
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カレッジだより

（本ページの編集：浜田）

3月20日(水)、カレッジホー

ルで第23期生343名の卒業式

がおこなわれました。服部学

長から卒業証書授与がおこな

われ、その後の式辞では「再び

学んで他のために」の実践が呼

びかけられました。

23期生からは卒業記念品とし

て「展示用パネル6連一式」が贈

られました。

わ だ よ り
第16回定期総会

・日時：5月18日（土）午前10時から11時20分

・場所：ＫＳＣカレッジホールにて

11時20分から 第 2 部

①功労会員・グループ 表彰式（11：20-30）

②受賞者の活動紹介（11：30-50）
（昼 食）

③区会・部会紹介（12：30-13：00）
④交歓会（13：00-15：30）

KSC今年の新入生（26期生）

入学386名＋復学者3名

（23期生）

健福65名

国際83名

生環65名

美工28名

音文33名

園芸33名

食文36名

ステージ・パフォーマンス

（出演順）
1.SCハワイアンズ
2.うらしまたろう
3.詩吟同好会
4.太極拳ゆったり体操
5.手話ソング同好会
6.KSC男声合唱団
7.大正琴教室
8.すみれ（フォークダンス）
9.わらい届け隊
10.混声合唱団コーロ

出 店

茶道同好会
さおり・たまも

折り紙グループ悠々
エンジェル支援の会
ミャンマーコーヒー

たこやき

代表

西宗久昭

おうちカフェ みゅーず
多世代がつながる居場所を提供し、音楽・美術・食
などの文化活動を通じて生きがいや健康増進を図り、
いきいきとした地域づくりに貢献します。
みなさんと歌ったり、お喋
りしたり、ヨモギ餅を作った
り、演奏会、写真会も。
一度覗いてみてください。

新グループ登場！！

☆カレッジ事務局 人事異動☆

【退任】

岩見賢治（カレッジマネジャー）

【新任】

横川文彦（カレッジマネジャー）

平成30年度 功労会員表彰

長谷川雅江（福祉9期.北区会）特別支援学級支援

南形 公子（福祉13期.北区会）特別支援学級支援

堤 健 （生環9期.東灘区会）地域活動

内藤宜子（福祉13期.須磨区会）地域活動

中村宏栄（福祉9期.文化部会）むかしあそび研究会

KSC今年の卒業生 343名

健福63名（内再入学26名）

国際95名（ 同 17名）

生環76名（ 同 33名）

美工37名（ 同 5名）

音文40名（ 同 5名）

園芸35名（ 同 5名）

食文40名（ 同 5名）

第23期生卒業式
343名が巣立ち

第26期生入学

390名が仲間に



園芸20 黒田 美恵子1.5千円

園芸20 下田 ゆみ子 1千円

生環15 井奥 稔 1千円

福祉22 中川 美佐江 1千円

園芸21 室谷 和平 1千円

生環 9 元田 弘忠 1千円

一般 南 弓子 1千円

福祉12 江崎 政男 2千円

食文 7 久保田 盛利 3千円

音文 2 宮城 智子(他2名)

8千円

食文21 中上 姫久子 1千円

国際20 惠木 照子 1千円

生環 9 坂本 紘一 1千円

食文17 藤原 治 1.5千円

音文20 藤本 誠 2千円

福祉11 阪田 輝夫 5千円

福祉21 真川 俊雄 1千円

生環21 才上 眞行 1千円

福祉19 中部 周二 1千円

福祉19 清水 勇夫 1千円

生環13 道満 俊徳 3千円

福祉20 川部 忠夫 1千円

国際16 小畑 浩昭 5千円

園芸22 八木 清 1千円

音文17才田 章子1千円

園芸22 森本 和摩 1千円

福祉18 阪田 國彦 1千円

福祉21 安部 文隆 1千円

音文22 九鬼 美代 1千円

福祉21 岸野 清美 1千円

園芸20 市原 俊彦 1千円

福祉13 白井 かほる 1千円

福祉16 杉山 和子 2千円

国際20 前川 宏睦 2千円

福祉16 杉山 和子 2千円

福祉13 藤田 忠之 3千円

国際13 多賀 浩三 3千円

生環13 榊原 弥栄子 3千円

福祉18 伊藤 美智子 3千円

生環 3 桝田 みどり 5千円

音文19 加茂 周治 1千円

食文 7 藤本 一子 1千円

福祉16 水野 光明 1千円

団体 コーロKSC 1千円

国際21 北山 寛計 2千円

国際10 南原 民子 2千円

国際12 飯川 泰郎 3千円

生環21 岩波 義孝 3千円

福祉22 長渡 喜久雄 3千円

生環16 木田 育義 2千円

生環12 喜多 洋二 1千円

生環13 谷口 文子 5千円

食文20 大槻 隆文 5千円

食文22 石中 康彦 1千円

国際 5 中村 吉宏 2千円

生環 6 赤司 松美 2千円

生環 9 黒子 兵吾 2千円

生環18 水町 亮治 1万円

生環17 北村 洋 3千円

園芸18 秋森 喜代子 5百円

食文22 猪井 敏彦 2千円

生環20 五十嵐 秀子 1千円

音文19 平岡 美代子 1千円

生環16 三谷 裕善 1千円

福祉 3 桑原 サト子 1千円

団体 神戸ぴかぴか隊 1万円

音文19 古後 弘子 1千円

福祉18 古後 健一 1千円

生環21 藤下 裕史 1千円

生環14 操田 登志子 2千円

福祉 9 橋本 栄子 3千円

生環16 俵 貴志子 3千円

食文 3 住田 暉江 5千円

生環16 山﨑 昭夫 2千円

食文 7 江本 和嘉子 5千円

生環 8 松元 楊子 5千円

福祉 3 細野 恵久 2千円

昨年の9月6日に発生した北海道胆振東
部地震は最大震度7。大きな被害をもた
らしました。グループわ では10月から
支援募金をお願いし、98口21万7千円の
ご厚志をいただきました。ありがとうご

ざいました。
この支援募金の使途について、神戸市

社会福祉協議会とも相談し、遠隔地でも
ありますので全額を見舞金として現地に
お贈りすることといたしました。

98口21.7万円のご厚志をいただきました

募金順に記載(左上から下へ)
3月8日、神戸市社会福祉協議会を通じて見舞金を贈呈☝

編集後記
☆今年になって落とし物を2回したので

すが、2回とも後日戻ってきました。初詣

のおみくじが珍しく大吉だったおかげ？

☆広報担当を卒業することになりました。

2年間多くの活動を取材でき勉強になりま

した。有難うございました（浜田）

☆わに入り、広報担当で1年が経ち

ました。いつも印刷直前は、ばたば

たしています。元号も令和に決まり、

新たな時代に入りますが、ぎゃらりー

わも会員の皆様に読んでいただける

ように、充実した内容にと考えてい

ます。これからもよろしくお願いし

ます。（八木）

☆今年度のホームページ更新件数は、
前年度比で大幅に増加。皆様に感謝
です。ところが今年に入り、月間閲
覧回数が減少。何故？？ 最近、一
部の会員の方から“新着情報”の見
方が分からないと聞きました。ホー
ムページの上、タイトル横の“新着
情報”ボタンから入れますので、ど
うぞ！（才上）

☆〈わ〉の会員数 （2019/4/6現在）

１，４１４名（うち23期生１１７名）

☆ 水の科学博物館 入場者数（2019/3/末現在）

４４，３５４人（年間目標66,000人）

入場者数増にご協力をお願いします！！

園芸19 齋藤 幸久 2千円

福祉22 永井 和子 5千円

生環 6 森 佳代子 2千円

福祉18 松本 治美 1千円

生環18 島ノ江 繁吉 2千円

福祉14 藤井 健次 2千円

食文20 田辺 正夫 1千円

生環14 入口 康子 1千円

生環18 岡本 紘一 3千円

食文22 坂上 照代 1千円

福祉22 田山 映二 1千円

音文11 岡本 美智子 1千円

園芸15 堺 汎 3千円

生環21 浜田 哲夫 3千円

音文22 富澤 郁惠 3千円

園芸20 森 みどり 1千円

生環11 菅田 忠志 1千円

美工18 眞崎 光 3.5千円

音文 5 深川 久美子 2千円

音文 6 小西 豊 3千円

音文 5 常信 久子 2千円

以上

北海道胆振東部地震災害 支援募金
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＊健康福祉⇒略称:福祉



“ホームページ＆動画サイト”で ホットニュースを!! 皆さま、ご存知でしょうか? グループわの活
動を素早く知るためにはホームページが一番‼
区会や部会のホットニュースが満載です。活動

を動画で紹介する動画サイトもぜひご覧ください。

GoogleやYahoo!の検索画面で「グルー

プわ」と入力 ➡ グループわの見出し

をクリック➡ 上のＨＰが開きます！

photo
ニュース“わ”んだーらんど（こべっこランド） 2月17日

こうべロハスひろば（もったいない・手作 りひろば）3月 16日 17日

ご立派！ ３枚皿回し 大うけ！ エプロンシアター

こうべユニバーサルデザインフェア3月17日

毎度ありがとうございます 皆さんよろしく


